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 最終試験は 2 月 16 日に行われた。審査委員は、コロナ非常事態宣言のなか、メールにて、博士
論文の内容について最終確認のための意見交換を行い、博士論文発表会での学生の質疑応答は的を
得ていたことなど、博士論文の内容が十分であることを確認した。 
 学術論文は 1編が第一著者として公表済み(Kodama S, Fujimori H, and Hakoyama H: Scientific 
Reports 7: 41943, 2017)であることを確認した。学術論文は英語で書かれており、かつ、令和元
年 9月-令和 2年 3月にかけて学術振興会特別研究員 DC1としてミュンヘン大学 (LMU; ドイツ, 行
動生態学分野、Prof. Niels Dingemanse)に滞在しており、外国語の学力については問題ないと判
断した。一年以上の滞在を予定していたが、コロナによって帰国を余儀なくされたのは残念である。 
 また、講演発表は、国内学会 22 回、魚の個性に関する日本生態学会の英語ポスター発表では最
優秀ポスター賞を受賞していることを確認した。 
 合同セミナーについては、規程の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
以上から、学生について博士論文審査、最終試験ともに合格と判定した。 
 
 
 
 
